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〔研究紹介〕

教育における臨床の知の獲得をめざして
－現職教員院生の挑戦－

教育学専攻
指導教員　助川　晃洋

修士課程 1年　今井　智史

2024 年 度 大 学 院 修 士 課 程 の 助 川 ゼ ミ （ 教 育 方 法 学 研 究 室 ） で は 、 2021 年 度 以

来 と な る 歴 代 二 人 目 の 日 本 人 1 名 を 新 メ ン バ ー に 迎 え た 。 当 人 の 研 究 テ ー マ は 、

す で に 他 大 学 で 臨 床 心 理 学 の Master's Degree を 取 得 済 み で あ り 、 ま た 本 学 入 学 直

前 ま で 小 学 校 の 教 壇 に 立 っ て い た と い う 自 身 の キ ャ リ ア に 基 づ い て 設 定 さ れ て お

り 、 現 場 で 生 じ て い る 切 実 な 課 題 に 向 き 合 い 、 そ の 解 決 に 貢 献 し よ う と す る 姿 勢

が は っ き り と 見 て 取 れ る 。 下 掲 の 通 り で あ る 。

＊ 　 　 　 　 　 ＊ 　 　 　 　 　 ＊ 　 　 　 　 　 ＊ 　 　 　 　 　 ＊

今井智史　小学校教員の心理的ストレスとコーピングに関する実証的研究

文 部 科 学 省 が 公 表 し て い る 各 種 統 計 調 査 の 結 果 に よ る と 、 精 神 疾 患 に 起 因 す る

小 学 校 教 員 の 病 気 休 職 件 数 が 、 近 年 急 速 に 増 加 し て い る 。 各 教 科 等 の 授 業 や 学 級

経 営 と い っ た 通 常 業 務 の み な ら ず 、 頻 発 す る 児 童 の 問 題 行 動 や 保 護 者 ・ 地 域 か ら

寄 せ ら れ る 要 望 へ の 対 応 な ど 、 仕 事 が 広 範 囲 か つ 長 時 間 に わ た り 、 ま た 常 に 高 度

な 判 断 を 求 め ら れ る た め 、 多 く の 教 師 が 、 心 理 的 に ス ト レ ス フ ル な 状 態 に 置 か れ

て い る 。 上 記 の ス ト レ ッ サ ー に 加 え て 、 職 場 の 新 た な 人 間 関 係 や 不 慣 れ な 物 的 環

境 に 適 応 す る た め の 努 力 を し な け れ ば な ら な い と す れ ば 、 そ の 傾 向 は 、 一 層 顕 著

で あ ろ う と 予 想 さ れ る 。

そ こ で 本 研 究 で は 、 東 京 都 の 公 立 小 学 校 に 勤 務 す る 新 任 （ 卒 ） 及 び （ 経 験 年 数

の 長 短 に か か わ ら ず ） 異 動 1 年 目 の 教 員 を 対 象 と し て 質 問 紙 調 査 を 行 い 、 学 校 に

お け る ス ト レ ス の 原 因 と 自 己 認 知 の 実 態 を 把 握 し た 上 で 、 そ の 軽 減 や 克 服 に 向 け

た 具 体 的 な ス キ ル を 開 発 す る と と も に 、 い く つ か の 特 徴 的 な 事 例 に 即 し て 、 当 事
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者 へ の イ ン タ ビ ュ ー や 面 接 を 織 り 交 ぜ な が ら 、 効 果 を 質 的 に 検 証 し た い 。 こ う し

た 作 業 を 経 る こ と で 、 教 員 の メ ン タ ル ヘ ル ス の 改 善 と ウ ェ ル ビ ー イ ン グ の 実 現 に

つ な が る 学 術 的 ・ 方 法 的 な 知 見 を 生 み 出 す こ と が で き る と 考 え て い る 。

浅 田 匡 ・ 生 田 孝 至 ・ 藤 岡 完 治 編 著 『 成 長 す る 教 師 　 教 師 学 へ の 誘 い 』 金 子 書 房 、
1998 年

井 上 麻 紀 『 教 師 の 心 が 折 れ る と き 　 教 員 の メ ン タ ル ヘ ル ス 　 実 態 と 予 防・対 処 法 』
大 月 書 店 、 2015 年

岡 東 壽 隆 ・ 鈴 木 邦 治 『 教 師 の 勤 務 構 造 と メ ン タ ル ・ ヘ ル ス 』 多 賀 出 版 、 1997 年
落 合 美 貴 子 『 バ ー ン ア ウ ト の エ ス ノ グ ラ フ ィ ー 　 教 師 ・ 精 神 科 看 護 師 の 疲 弊 』 ミ

ネ ル ヴ ァ 書 房 、 2009 年
酒 井 麻 紀 子 ・ 窪 田 由 紀 「 小 学 校 教 師 の 職 場 に お け る 援 助 要 請 に 関 連 す る 要 因 の 検

討 － 被 援 助 志 向 性 、 問 題 に 対 す る 内 的 な 帰 属 、 協 働 的 風 土 に 着 目 し て － 」『 教
育 心 理 学 研 究 』 第 67 巻 第 4 号 、 日 本 教 育 心 理 学 会 、 2019 年 12 月 、 pp.236-251.

関 山 徹 「 小 学 校 教 師 に お け る 心 理 的 ス ト レ ス 過 程 」『 鹿 児 島 大 学 教 育 学 部 研 究 紀
要 　 人 文 ・ 社 会 科 学 編 』 第 60 巻 、 鹿 児 島 大 学 教 育 学 部 、 2009 年 3 月 、 pp.309-
319.

曽 山 い づ み 「 新 任 小 学 校 教 師 の 経 験 過 程 － 1 年 間 の 継 時 的 イ ン タ ビ ュ ー を 通 し
て － 」『 教 育 心 理 学 研 究 』 第 62 巻 第 4 号 、 日 本 教 育 心 理 学 会 、 2014 年 12 月 、
pp.305-321.

高 野 七 良 見 ・ 川 俣 理 恵 ・ 河 村 茂 雄 「 小 学 校 教 師 が 感 じ る 新 任 時 の 困 難 の 質 的 特 徴     
－ 経 験 2 年 目 ま で の 教 師 を 対 象 と し た 面 接 調 査 か ら － 」『 学 校 メ ン タ ル ヘ ル ス 』
第 25 巻 第 1 号 、 日 本 学 校 メ ン タ ル ヘ ル ス 学 会 、 2022 年 7 月 、 pp.76-88.

徳 舛 克 幸 「 若 手 小 学 校 教 師 の 実 践 共 同 体 へ の 参 加 の 軌 跡 」『 教 育 心 理 学 研 究 』 第 
55 巻 第 1 号 、 日 本 教 育 心 理 学 会 、 2007 年 3 月 、 pp.34-47.

日 本 学 校 メ ン タ ル ヘ ル ス 学 会 編『 学 校 メ ン タ ル ヘ ル ス ハ ン ド ブ ッ ク 』大 修 館 書 店 、
2017 年

服 部 紀 代 『 教 師 の ウ ェ ル ビ ー イ ン グ を 創 出 す る メ ン タ ル ヘ ル ス ケ ア 』 晃 洋 書 房 、
2024 年

松 永 美 希 ・ 中 村 菜 々 子 ・ 三 浦 正 江 ・ 原 田 ゆ き の 「 新 任 教 師 の リ ア リ テ ィ ・ シ ョ ッ
ク 要 因 尺 度 の 作 成 」『 心 理 学 研 究 』第 88 巻 第 4 号 、日 本 心 理 学 会 、2017 年 10 月 、
pp.337-347.

椋 田 容 世 ・ 小 野 圭 司 「 若 手 教 師 の メ ン タ ル ヘ ル ス の た め の 実 践 的 取 り 組 み の 検 討
－ 教 員 メ ン タ ル サ ポ ー ト プ ロ グ ラ ム － 」『 埼 玉 大 学 教 育 学 部 附 属 教 育 実 践 総 合
セ ン タ ー 紀 要 』 第 13 号 、 埼 玉 大 学 教 育 学 部 、 2014 年 3 月 、 pp.77-83.

村 上 慎 一 ・ 丹 羽 誠 ・ 荒 木 武 徳 「 初 任 教 員 の ス ト レ ス 及 び そ の 対 処 法 と 、 メ ン タ ル
ヘ ル ス と の か か わ り に 関 す る 調 査 結 果 」『 愛 知 県 総 合 教 育 セ ン タ ー 研 究 紀 要 』
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第 97 集 、 愛 知 県 総 合 教 育 セ ン タ ー 、 2008 年 3 月 、 pp.1-42.
諸 富 祥 彦 『 教 師 の 悩 み と メ ン タ ル ヘ ル ス 』 図 書 文 化 、 2009 年

＊ 　 　 　 　 　 ＊ 　 　 　 　 　 ＊ 　 　 　 　 　 ＊ 　 　 　 　 　 ＊

様 々 な 教 育 問 題 が 噴 出 す る 中 で 、 そ れ へ の 対 処 を 期 待 し て 、 臨 床 教 育 学 と い う

分 野 が 注 目 さ れ る よ う に な っ て 久 し い 。 そ の 使 命 は 、「 何 ら か の 意 味 で 教 育 の 『 現

場 』 に 出 現 す る 各 種 の 問 題 現 象 あ る い は 問 題 を か か え る 個 人 や グ ル ー プ へ の 対 応

と い う 現 実 的 、実 践 的 な 課 題 や そ の 要 請 に 応 え る こ と 」*1 に あ る 。 ま た 臨 床 教 育 学

に は 、「 現 場 に 根 ざ す 」 *2 と い う 意 識 が 十 分 で あ っ た と は 言 い 難 い 、か つ て の 思 弁

的 、 空 中 戦 的 な 教 育 学 へ の 批 判 が 含 意 さ れ て お り 、 そ れ を 受 け と め た 上 で 、「 従

来 の 教 育 学 研 究 の 欠 陥 を 反 省 的 に 乗 り 越 え る 」 *3、す な わ ち 学 問 と し て の あ り 方 を

模 索 す る た め の 試 み で あ る と 考 え ら れ る *4。 で は 「『 新 し い 教 育 学 の 創 造 』 と 『 問

題 へ の 対 処 』 を い か に し て 同 時 達 成 す る か 」 *5。 研 究 と 実 践 の 両 方 で 、こ れ ま で ク

リ ニ カ ル な 取 り 組 み を 積 み 重 ね て き た 今 井 氏 に よ っ て 、 こ の 問 い に 対 す る 回 答 の

モ デ ル ケ ー ス が 提 示 さ れ る こ と を 大 い に 期 待 し た い 。

*1	 新堀通也『教育病理への挑戦　臨床教育学入門』教育開発研究所、1996 年、p.8.

*2	 志水宏吉「臨床的学校社会学の可能性」『教育社会学研究』第 59 集、日本教育社会学会、1996 年 10 月、

pp.55-67.

*3	 増渕幸男「討論のまとめ」『教育学研究』第 64 巻第 1号、日本教育学会、1997 年 3 月、p.56.

*4	 中村雄二郎『臨床の知とは何か』岩波書店、1992 年

	 	 矢野智司・桑原知子編『臨床の知　臨床心理学と教育人間学からの問い』創元社、2010 年

	 	 鷲田清一『「聴く」ことの力　臨床哲学試論』TBS ブリタニカ、1999 年

*5	 酒井朗「臨床教育学構想の批判的検討とエスノグラフィーの可能性－『新しい教育学の創造』と『問

題への対処』をいかにして同時達成するか－」『教育学研究』第 69 巻第 3号、日本教育学会、2002 年 9 月、

pp.322-332.
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毛 利 猛 『 臨 床 教 育 学 へ の 視 座 』 ナ カ ニ シ ヤ 出 版 、 2006 年

和 田 修 二 ・ 皇 紀 夫 編 著 『 臨 床 教 育 学 』 ア カ デ ミ ア 出 版 会 、 1996 年

執筆分担

ア ス テ リ ス ク が 並 ぶ 二 つ の 行 に 挟 ま れ た 部 分 は 、 今 井 が 準 備 し た 草 稿 に 助 川 が

加 除 修 正 を 施 し た 上 で 、 相 互 に チ ェ ッ ク を 重 ね て 完 成 さ せ た も の で あ る 。 そ の 前

後 は す べ て 助 川 の 単 独 に よ る 。
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〔研究紹介〕

平安散文作品の「心惑ひ」と「心掟」
―『夜の寝覚』を中心に―

人文科学研究科人文科学専攻
修士２年　鈴木　健太朗

１、研究の背景

平安時代後期の物語の『夜の寝覚』は、これまで、心理描写が評価されてきた

一面があると言って良いだろう。それは、先行研究での取り上げられ方にもわか

ることである。

しかし、近年ではそもそも『夜の寝覚』の研究自体が、数を減らしており、も

はや心理描写に目を向けることなど少ない。『夜の寝覚』の心理描写を評価する

要因として、その描写の長さが取り上げられることが多い。確かに、第一部の男

君、第二部以降の女君の長大な心理描写は、登場人物の心理を事細かく表現する

ものと考えることができるが *1、 単に長さだけに目を向けて描写を評価している

ことは一度見直すべきではないだろうか。小西甚一氏 *2 も、『夜の寝覚』が「心理

小説」とされることに疑問を持っており、何か一つの作品を「心理小説」とする

には、「心理描写の量よりもむしろ質に存する」とし、「心理小説とは、けっして

作中人物の心理が多く描かれているだけの小説ではない」と述べている。小西氏

の述べる、「心理小説」の定義が、「心理描写の評価される小説」といった意味を

内包しているのかは疑問であるが、少なくとも、『夜の寝覚』の心理描写の評価

においてその長さを一つの要因にしていることに対して疑いの目を持っているの

は確かだと思われる。このような見方は遅くとも 1971 年には存在していた。し

かし、『夜の寝覚』の心理描写の質の研究は、現在まで、多少はされているとい

*1	 志水富夫氏「『夜の寝覚』の心理描写について―女主人公「中の君」の場合―」（『文学研究（３）』

聖徳大学短期大学部国語国文学会 編　1987 年 12 月）や、同氏「『夜の寝覚』の心理描写について―男

主人公「中納言」の場合―」（『文学研究』（４） 聖徳大学短期大学部国語国文学会 編　1988 年 12 月）

などの研究がある。

*2	 小西甚一氏「源氏物語の心理描写」（『源氏物語講座　第７巻（表現・文体・語法）』有精堂出版　1971 年）
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えるが、未だ研究の余地を残しているのではないか。

２、研究の方向性

上記の研究の背景を踏まえて、現在執筆中の修士論文では、もう一度『夜の寝

覚』の心理描写、登場人物たちの「心」に目を向ける。具体的には、心の動き・

動揺を表すとされる「心惑ひ」、心の持ち方や配慮を表すとされる「心掟」の２

語の用例分析から、考察を試みる。地の文でも登場人物の心内語でも、「心」に

言及している部分を取り上げるため、前述の２つの名詞を選んだ。２つの語が登

場している部分を分析することによって、登場人物の「心」の動き・持ち方等の

考察に繋がり、 部分的といえども作品の心理描写の質の見直しになるからであ

る。 また、「心惑ひ」、「心掟」 の２語は、 先行研究が非常に少ないからである。

このように、『夜の寝覚』の心理描写の分析を進めていくと同時に、他の平安時

代の散文作品の用例も同時に見ていくことによって、平安散文作品において「心

惑ひ」と「心掟」という、言葉がどのように使われているのかについても検討す

る計画である。
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〔研究紹介〕

『夜の寝覚め』の研究
―女房の行動を中心に―

人文科学専攻・文学文化論コース
修士課程１年　相磯　詩音乃

１、研究の背景

平 安 中 期 に 成 立 し 菅 原 孝 標 の 女
むすめ

の 作 と 伝 わ る 『 夜 の 寝 覚 』 は 、 女 主 人 公 と 男 主

人 公 の 義 兄 妹 間 の 悲 恋 を 中 心 に 女 主 人 公 の 数 奇 な 運 命 を 描 い て い る 。 大 槻 福 子 氏

は 、「『 夜 の 寝 覚 』 に 関 し て は 、 周 知 の 通 り 、 中 間 ・ 末 尾 に 相 当 量 の 脱 落 部 分 が 存

在 す る も の の 、 近 年 に な っ て 、 欠 巻 部 分 に 関 す る 存 在 が 次 々 と 明 ら か に さ れ た こ

と に よ り 、 個 々 の 資 料 の 一 か ら の 解 釈 、 さ ら に そ れ を 踏 ま え た 上 で の 、 従 来 の 欠

巻 部 分 復 元 内 容 に つ い て の 見 直 し 、 ひ い て は 物 語 の 王 道 ・ 構 造 に つ い て の 再 検 討

等 が 求 め ら れ る 段 階 を 迎 え た と い え よ う 。」 と 『 夜 の 寝 覚 』 の 研 究 史 に つ い て ま

と め て い る 。 ま た 、 本 文 の 中 間 ・ 末 尾 に 欠 陥 部 分 が あ る こ と か ら 、 作 品 の 内 容 の

推 定 に 限 界 が 生 じ 、 そ の 結 果 、 女 主 人 公 の 女 性 と し て 、 母 と し て の 心 情 変 化 に 注

目 し た 心 理 描 写 の 考 察 が 進 め ら れ た 。 現 在 、 心 情 変 化 や 心 の 葛 藤 を 読 み 取 る の が

研 究 の 主 流 で あ る 。

２、研究の方向性

『 夜 の 寝 覚 』 は 女 主 人 公 や 男 主 人 公 の 心 内 描 写 に 優 れ て い る が 、 前 半 の 巻 一 ・

巻 二 で は 、ほ と ん ど 女 主 人 公 の 発 言 や 心 内 語 が 見 ら れ な い 。 女 主 人 公 の 代 わ り に 、

活 躍 す る の が 女 主 人 公 に 仕 え て い る 女 房 の 対
たい

の 君
きみ

で あ る 。 対 の 君 は 、 女 君 の 世 話

を 頼 ま れ た 人 物 と し て 、 前 半 部 を 中 心 に 活 躍 を す る 人 物 で あ る が 、 そ の 働 き を 評

価 さ れ る ば か り で 、 対 の 君 自 身 の 発 言 、 和 歌 に つ い て の 考 察 は 少 な い 。 そ の よ う

な 中 で 、 中 古 文 学 の 物 語 で 女 性 を 主 人 公 と す る も の に つ い て 、 登 場 す る 女 房 が 、

本 文 中 で 活 躍 す る と 、 女 房 の 女 主 人 公 化 と い う 動 き が 起 き る 。 こ の 女 房 の 女 主 人
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公 化 が 指 摘 さ れ る な か で 、『 夜 の 寝 覚 』 に 登 場 す る 対 の 君 は 本 当 に 女 主 人 公 化 を

し て い る と 言 え る の で あ ろ う か 。 本 文 を 読 ん で み る と 、 対 の 君 は 女 君 の 代 わ り と

し て 行 動 も 発 言 も 多 い が 、 心 内 語 が 少 な い 。 女 主 人 公 化 す る と 言 う に は 、 女 房 自

身 の 心 情 描 写 が 存 在 し 、 心 情 の 変 化 が み ら れ な く て は い け な い の で は な い だ ろ う

か 。

な お 、『 夜 の 寝 覚 』 に 限 ら ず 中 古 文 学 に は 、 様 々 な 女 房 が 登 場 す る 。 宮 廷 に 住

み 込 み 、 天 皇 や 后 に 仕 え る 女 房 や 、 個 人 邸 に 住 み 込 ん だ り 通 っ た り し な が ら 、 貴

族 に 使 え る 女 房 な ど 様 々 な 立 場 の 女 房 が 存 在 す る 。 本 研 究 で は 『 夜 の 寝 覚 』 の 対

の 君 と 同 じ よ う に 女 性 貴 族 に 仕 え 、 主 人 の 生 活 を 支 え る 『 源 氏 物 語 』 や 『 落 窪 物

語 』、『 狭 衣 物 語 』 に 登 場 す る 女 房 を 比 較 し 、『 夜 の 寝 覚 』 の 対 の 君 の 心 内 語 の 量

的 調 査 、 質 的 調 査 を 行 い 、 対 の 君 は 女 主 人 公 化 し て い る の か と い う 点 か 明 ら か に

す る こ と を め ざ す 。
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